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「幸せなら手をたたこう」を作詞
•

幸せなら 手をたたこう

幸せなら 手をたたこう

幸せなら 態度でしめそうよ！

ほら みんなで 手をたたこう。

曲はパンガシナン民謡（ルーツはスペイン民謡曲）





東南アジアでの戦争の悲劇に直面
〜フイリピン・タイ・ベトナムでの体験から〜

特に1960年代からのベトナムでの、米軍に
よる枯葉作戦地域での遺伝的障害児の出生を
もたらした生物化学兵器の被害の現場にいた。

ベトナム戦争後、ダナン枯葉剤障害者セン
ターにて被害者の現状を再確認（2012)

BIOETHICS (生命倫理）構想の原点 (1)





BIOETHICS (生命倫理）構想の原点 (２)

「いのち」「生命権」 「人権」 「平和」などを

実現するためのグローバルな

「超・学際的学問」としての

「バイオエシックス」を構想

「いのちの公共政策」形成と協働。

BIOETHICS (生命倫理）構想の契機 (３)

いのちを専門家に委ねてきた従来の発想を変革、
市民のイニシアテイブと患者としての

「自己決定」の原則を提唱
「いのち」の当事者としての患者中心の医療を構想。

患者の権利・ICを日本で展開。

＜態度に示して主張する＞
ベトナム・日本・アメリカでの発病・手術とIC

父親の肺がん



１９８２年１月号「病院」誌・・・CHALLENGE ！

４０年前 (医療側はICへの批判と否定）
日本の医療へのチャレンジ＝患者と医師・病院の在り方の変革を

バイオエシックス

Bioethics

いのちを考える

（日本評論社 １９８７）



バイオエシックスの発想と課題
現在・未来を切り拓く

新たな価値観・合意形成（公共政策）を

みんなでつくる

具体的事例：遺伝子組換え、人工妊娠中絶、
出生前診断、体外受精・遺伝子操作と出生、

臓器移植・いのちの始期・終期と「QOL」、
患者の権利、Informed Consent の問題等。

１９９３年１月号「MODERN MEDICINE」誌

朝日新聞社

３０年前 〜 現在？ → 未来？





インフォームド・コンセント

①「真実」： 検査・診断の結果の「真実」を伝える

②「医療処置」：それに基づいての医療処置の提案をする。

③「選択肢」：医療処置の他の選択肢について説明する。

④「Risk・Benefit・予後」：処置に関連して具体的に述べる。

特に、不慮の事態に至るリスクの可能性は必ず説明する。

⑤「説明と納得」：わかりやすい言葉で説明し、納得を確認する

⑥「情報・決断の共有」：セカンド・オピニオン



生命倫理

bioethics
バイオエシックス

インフォームド・
コンセント
パターナリズム

初版：2016年： 現在：2020年版



患者の権利

東京大学医学部附属病院 患者さんの権利と責務



いのちの未来を、ともに作ろう！

私の人生を方向づけたフィリピンを
２０１３年：５４年ぶりに再訪！

「し・あ・わ・せ」



しあわせを

態度に示す生き方



① 知ること

（歴史的無知の反省)   

② 愛すること

（和解と友情）



③ 和/ 輪を作る

（平和）

④ 世界に目を向ける

（国際）



し・あ・わ・せ を

態度に⽰して
⽣きましょう！

ご視聴ありがとうございました。


